令 和 ７ 年 度 事 業 報 告
はじめに

　　須賀川市シルバー人材センターは、　超高齢化社会が急速に進展するなかで、健康で働く意欲を持った高年齢者の希望と地域のニーズに応えていくために、シルバー人材センター（以下「センター」という。）は地域各層の理解を得ながら、「自主・自立・共働・共助」の理念に基づく事業活動を積極的に展開しました。
　　当センターは令和７年４月１日からフリーランス法（発注者、センター、会員間の契約方法の見直しを求められ、特定業務委託事業者（発注者）は特定受託事業者（会員）に対して、就業前に書面又は電磁的方法のいずれかの方法により、就業条件の明示義務がかせられること）を施行するとともに、事務経費負担などの軽減を図るため、会員に対しデジタル化の周知やＳⅮＧｓなど様々なことに適用できるよう、事務局体制の充実に努めるとともに継続的、かつ、健全経営を行えるよう財政基盤の強化にも努めて参りました。
令和７年度の事業実績は会員数で前年度より１８人多い５５８人、就業延日人員は目標５６,０００日人員より３,１５２日人員少ない５２,８４８日人員、契約金額は３億４千８４５万円余、前年度比２,５３１万円余の増となりました。令和７年度事業実績は次のとおりです。　
事業実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　単位：人・件・日人・円
	　　　　　項　　目
事　業　名
	会　員
	受注件数
	実人員
	事業別
実人員
	就業延日人員
	契　約　金　額

	事 業 実 積
	５５８
	３,５２８
	４４７
	５２２
	５２,８４８
	３４８,４５３,９２２

	
	受託（独自）事業
	
	３,４３９
	
	３２９
	３４,６８５
	２３１,０８８,２６２

	
	指定管理事業
	
	４
	
	６０
	５,８３５
	２１,８３９,４６９

	
	シルバー派遣事業
	
	８５
	
	１３３
	１２,３２８
	９５,５２６,１９１

	令和６年度事業実績
	５４０
	３,６０６
	４４２
	５１７
	５１,８９６
	３２３,１３７,２９６

	前年度比　増△減
	１８
	△７８
	５
	５
	９５２
	２５,３１６,６２６


重点事項
１　会員拡大と就業機会の拡大確保の推進
　　　高年齢者の就業の機会の拡大や生きがいの創出、地域社会の活性化を目的に次の事業を行いました。
（１） 高年齢者の特性やライフスタイルを分析し、魅力ある仕事の開拓及び就業や様々な活動のための環境
づくりに努め、会員の受け入れ確保に取り組みました。
（２）  ホームページの充実、パンフレット配布、会報「スマイル」によるセンター活動紹介、須賀川地区合同就職面接・企業説明会における運営協力、未就業者相談会、関係機関との連携などあらゆる機会を捉え会員拡大に努めました。
（３） マッチング推進員をはじめ役職員による生活支援サービス事業の開拓を行い、就業場所の確保を行う
と共に、専門的・技能的な資格を有する会員の入会勧誘及び発注者のニーズに対応できる女性会員の拡大に努めました。
〔会員拡大確保の推進状況〕
シニアの入会を推進するため、会報「スマイル」、センター事業の概要を掲載した会員募集チラシ及びリーフレット等を須賀川市全世帯に回覧、配布を２か月に１回程度を目安に行うほか、在籍会員による「口コミ会員勧誘」の活動を実施しました。しかしながら、毎月２回の入会説明会に来所されたシニアの一部は、センター事業の趣旨、就業形態に賛同が得られず入会に至らない方もいました。そうした中、役職員並びに事業推進員が一般企業等への訪問活動を定期的に行うほか、発注者の求める就業ニーズに対応するため、事務局と推進員が情報共有を図り、かつ、当該会員と連携し会員の就業機会の拡大確保に努めました。　　
また、会員の長年培ってきた経験や技能技術を活かせる情報を会員に提供し、就業機会の確保を図るとともに、就業している会員からの要望を聞き取り、意見交換等を行い就業しやすい環境づくりに努めました。
〔会員の入会、退会状況〕
センター広報資料・会員知人の口コミなどの入会促進により、新たに７０人のシニアがセンター事業に賛
　　同し入会されました。入会したシニアは７０代前半層が多くみられ、ここ数年この傾向が続いています。その要因のとして、一般企業等での６５歳までの定年延長、６０歳からの再雇用を活用した制度、さらに多種多様な働き方が可能な就業形態（パート・アルバイト）の変化によるものと考えられます。一方、退会された会員５２人、退会理由は「病気」、「家庭の事情」、「加齢などによる就業意欲の低下」の順となり、前年度と同じ傾向にあります。
会員数目標とした会員５７７人より１９人少ない５５８人に留まりました。これらのことを踏まえ、須賀川市全世帯にセンター事業（臨時的・短期的就業就労）が浸透できるよう、次年度は会員拡大検討委員会を立ち上げ会員拡大に努めて参ります。一方、全会員の平均年齢は７５.３歳と前年度より０.１ポイント高くなっています。入会会員の平均年齢は７０.５歳、退会会員の平均年齢は７８.８歳となり、前年度より１.２ポイント高くなっています。
入会退会平均年齢から見える会員在籍年数は８年４ヶ月、前年度と比較すると１年２ヶ月ほど在籍年数が伸びています。また、会員入会動機は「健康維持・増進」、「生きがい・社会参加」、「経済的理由」などになっています。会員の入会・退会及び年齢別会員状況及び年齢別・就業実人員は次のとおりです。
① 入会・退会状況　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　 　　　　 　単位：人・％
	　 　 項　目

年度別
	入　　会　　者
	退　　会　　者
	現　　存　　数

	
	男
	女
	計
	入会率
	男
	女
	計
	退会率
	男
	女
	計

	令和７年度
	３９
	３１
	７０
	１２.５
	３４
	１８
	５２
	９.３
	３４７
	２１１
	５５８

	令和６年度
	３８
	１８
	５６
	１０.３
	３２
	１５
	４７
	８.７
	３４２
	１９８
	５４０

	前年度比増減
	１
	１３
	１４
	－
	２
	３
	５
	－
	５
	１３
	１８


② 年齢別会員状況　　　  　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　 　　 　 　 　単位：人
	　　  項　目

年度別
	６４歳以下
	６５～６９歳
	７０～７４歳
	７５歳以上
	計

	
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	計

	令和７年度
	６
	７
	４６
	２６
	１３２
	７４
	１６３
	１０４
	３４７
	２１１
	５５８

	令和６年度
	８
	３
	４４
	２６
	１３２
	６９
	１５８
	１００
	３４２
	１９８
	５４０

	前年度比増減
	△２
	４
	２
	０
	０
	５
	５
	４
	５
	１３
	１８


③ 年齢別・就業実人員（請負・委任・委託事業）                                         　     単位：人
	　　  項　目

年度別
	６４歳以下
	６５～６９歳
	７０～７４歳
	７５歳以上
	計

	
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	計

	令和７年度
	３
	５
	３２
	１８
	９３
	５２
	１１１
	７５
	２３９
	１５０
	３８９

	令和６年度
	６
	３
	３１
	２４
	９１
	５７
	１１１
	７１
	２３９
	１５５
	３９４

	前年度比増減
	△３
	２
	１
	△６
	２
	△５
	０
	４
	０
	△５
	△５


２ 　安全・適正就業事業の推進
（１）安全適正就業推進計画に基づく事業
　　　安全適正就業推進計画に基づき、会員の就業中・就業途上における事故防止の注意喚起、啓発を「事務局お知らせ版」などを活用し全会員への周知に努めましたが、傷害・損害事故件数は前年度より１件増加し、１２件の発生となりました。
（２）適正就業ガイドラインに沿った会員就業
　　　適正就業ガイドラインに沿った業務運営を行うため、発注者からの仕事の依頼については、就業内容を詳細に把握し、就業する会員に伝達できる体制づくりを推進しました。さらに、請負・委託等での就業として問題がある場合には、シルバー派遣事業などに切り替え、臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務にかかる就業の範囲を著しく逸脱していると思われる就業については、発注者の理解のもと是正を行いました。
また、センターの基本理念である「自主・自立・共働・共助」の精神のもと、ワークシェアリング（公平・平等な就業）に基づき、ローテーション就業ができる体制の構築を第一に心がけました。
〔安全就業と適正就業への取り組み状況〕
ア　安全管理委員会委員を中心に安全パトロールを実施し、安全保護具の着用などの徹底を図るとともに、会員・事務局が「事故ゼロ」に向けて、その重要性を認識し事故のない就業ができるよう安全就業の推進に取り組みました。
　・安全管理委員会委員による安全適正パトロール (８月７日、１０月２０日)
　・令和８年度安全就業スローガンの選定「声かけて つながる意識 ゼロ災ヨシ」（第２回委員会）
　・福島県シルバー人材センター連合会主催　安全適正就業大会の参加 (７月２２日)

イ　安全適正ガイドラインに沿わない高所作業、有害物質の取り扱い作業など、高年齢者に相応しくない
　と判断される作業は受注をしないように努めました。
ウ  就業途上の事故防止を図るため、須賀川警察署担当課に依頼し「交通安全講習会」を実施するほか、
就業中の事故防止については、植木剪定、機械除草などの講習会を開催し就業中・就業途上の事故防止の一助としました。
エ　安全就業意識の醸成を図るため、会報「スマイル」・「事務局お知らせ版」を活用するほか「研修・講習」など、あらゆる機会を通し安全就業に対する周知、啓発を行い安全意識の向上を図りました。
  　オ　契約書締結の励行や契約内容のチェックを常に心がけ、適正就業の徹底を図るとともに長時間就業の　改善にも積極的に取り組みました。
カ　会員就業の公平・平等な機会の提供のため、ワークシェアリング及びローテーション就業の徹底を図るとともに就業率の向上に努めました。
安全・適正就業事業にかかる傷害、損害事故及び各種講習会の実績は次のとおりです。
①　傷害、損害事故状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件
	
	令和７年度
	令和６年度
	増　△減
	備　　　　　　　考

	傷
害
損

害

事

故
	傷害事故　①
	８
	７
	１
	

	
	
	転倒、転落
	３
	４
	△１
	　庭木の手入れ作業ほか

	
	
	踏み抜き、刺し
	２
	０
	２
	蜂さされ

	
	
	挟まれ、巻き込まれ
	０
	０
	０
	

	
	
	 交通事故
	０
	１
	△１
	就業帰宅途上の交通事故

	
	
	その他
	３
	２
	１
	熱中症

	
	損害事故　②
	４
	４
	０
	損害額　４件／３０７,７６９円

	事 故 件 数 合 計（①＋②）
	１２
	１１
	１
	

	就　業区　分
	就 業 中
	９
	９
	０
	

	
	就業途上・就業後
	３
	２
	１
	


②　各種講習　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　　　   　　　　　　　　　　　　　　
	項　　　　　　　目
	月　　日 ～ 日
	参加人数
	備　　　   　　　　　考

	福祉サービス従事者養成研修
	１０月　８日・　９日
	　６人
	高齢者就業拡大支援事業（県シ連主催）

	刈払機取扱講習
	１１月１１日
	　８人
	高齢者活躍人材確保育成事業（センター主催）

	刈払機取扱就業体験
	１１月１３日
	　５人
	高齢者活躍人材確保育成事業（センター主催）

	シニアのスマートフォン教室
	１２月　３日～　５日
	１４人
	高齢者活躍人材確保育成事業（県シ連主催）

	庭木の剪定講習
	１２月１０日・１１日
	　７人
	高齢者活躍人材確保育成事業（センター主催）

	庭木の剪定就業体験
	１２月１５日
	　５人
	高齢者活躍人材確保育成事業（センター主催）

	交通安全講座
	２月２０日
	１７人
	自主事業 (センター主催)

	健康講座
	２月２０日
	１７人
	自主事業 (センター主催)

	
	
	
	

	　　　合　　　　　　　　　　計
	７９人
	


３　普及啓発活動の推進
（１）　センター事業のパンフレットを通し、全戸に回覧配布し積極的な普及活動を行いました。
（２）　就業時に、センター名の入ったネームの着用を奨励し、就業を通じた普及活動に努めました。
（３）　ボランティア活動を行い、会員の社会参加や地域貢献の取り組みを推進しました。
（４）　ホームページ、会報（センター活動紹介など）、イベント参加などを通し、あらゆる機会にセンター
の意義、理念、仕組み、活動を多くの人に理解していただけるよう広報活動に努めました。
（５） 普及啓発活動と女性会員拡大に努めました。
女性役職員６名が「ひなたぼっこの会」を立ち上げ、高年齢の女性を対象に裏千家の教授２名を講師に迎え「お茶会」を開催し、お茶の作法を学び１１名が日本文化に親しみました。次年度も企画し女性会員拡大に努めます。
〔普及啓発活動の取り組み状況〕　
　須賀川市が市民に全戸配布する「すかがわ広報」に併せ、シルバー人材センターリーフレット（シルバー人材センターの就業形態、労働者派遣事業、職業紹介事業について紹介）、シニア募集などを掲載したチラ
シを配布、回覧を行うとともに、普及啓発促進月間には新興住宅、住宅密集地を中心にポスティング活動を

実施しました。普及啓発事業及びボランティア活動の事業実績は次のとおりです。
①　普及啓発活動
	No　　　　　　　　　　　 項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

	１　須賀川市ごみの分け方・出し方のガイドブックへの広告掲載（事業概要、仕事の引受け業務内容、会員募集）

	２　須賀川市が使用する封筒の広告掲載（会員募集など）

	３　福島交通バス停車時刻表にセンターステッカー、路線案内アナウンス（須賀川市シルバー人材センター前です。）

	４　シルバー人材センターのご案内の回覧配布（高齢者の就業日数・時間、形態、シルバー派遣、職業紹介）

	５　須賀川市役所ロビー掲示板を活用したお知らせ（センター事業の目的、位置図等）

	６　高速バス時刻表の折り込みにセンター名を記載したチラシの配布　


②　ボランティア活動　　　 　　　　　　　　　　　  　　　   　　 　　　　　　　　　　　単位：人
	項　　　　　　　目
	月　　日（曜日）
	参加者
	備　　　　　　　　考

	須賀川市民温泉広場の清掃作業
	４月１７日（月）
	３３
	

	須賀川市民温泉広場の清掃作業
	７月２５日（木）
	１３
	普及啓発促進月間に伴う活動

	須賀川市民温泉広場の清掃作業
	１０月１６日（木）
	３６
	

	　　　　合　　　　　　　　　　計
	８２
	


４　就業開拓の拡大及び就業機会の提供事業の推進
会員の希望する職種を把握し、就業の場の開拓に取り組むとともに、労働者派遣事業の拡大に努めました。また、未就業会員に対しては、人材ニーズが高い職種への変更・斡旋を図るとともに、地域のニーズに即した就業の場を確保し、それに適合する会員とのマッチングを進めました。
少子高齢化が進み、単身世帯や高齢者家庭が今後ますます増加することに伴い、「介護予防・日常生活支援総合事業」への取り組みなど各種の生活支援サービス事業の推進が求められていることから須賀川市管内の動向を調査し把握するとともに、高年齢者の特性やライフスタイルを分析し、魅力ある仕事の提供や個々の様々な活動のための環境づくりに努め、それに対応できる女性会員の確保と女性会員が魅力を感じる職域の拡大に努めました。
（１）受託事業の推進
公共事業は市行財政改革取組方針に基づく集中改革プラン（令和７年度～令和９年度）により、年間を通
した請負・委任・委託契約が減る一方、単発的に受注の申込みがあり、契約金額は前年度を上回りました。
公社公団及び一般企業等においては、発注者からの受注の申込みは、「すべて受注する」を合言葉に職員
　　が「報告、連絡、相談」を通じて情報を共有し、トラブルなどの防止に努め事業拡大を図りました。
また、個人家庭は、ここ数年の事業実績の推移からみると、契約金額は概ね５千万円が上限となっている。このことを踏まえ、社会経済状況と環境の変化に対応しつつ、発注者の立場に沿った就業が受け入れられ、前年度同額程度の契約金額となりました。
須賀川市から指定管理委託されている、須賀川駅前自転車等駐車場等事業及び須賀川市老人福祉センター
等温泉２施設においては、福島県最低賃金を参考に就業会員の配分金を上げたことに伴い、契約金額(配分金)が増加しました。
前年度下期に立ち上げた、独自事業（健康マージャン愛好会）は、会報「スマイル」や愛好会会員の口コミなどにより、高年齢者の入会者が増え、ゲーム利用料金の増加が契約金額を押し上げる結果となりました。
公共・民間別事業実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件・人・日人・円・％
	　   項　　目
区　　分
	受注件数
	実人員
	就業延日人員
	令和７年度契約金額
（配分金・材料・事務費）
	令和６年度契約金額
（配分金・材料・事務費）
	達成率

	公共事業
	４３６
	
	４,１７９
	３５,５２６,６３１
	３２,４２４,６７０
	１０９.６

	公社公団
	１４３
	
	５,３９０
	３０,５４５,９２５
	２７,９５４,３５４
	１０９.３

	一般企業等
	１,０８２
	
	１８,５７６
	１１４,１５７,７３５
	１０７,１５０,０９２
	１０６.５

	個人家庭
	１,７６６
	
	６,４８６
	５０,２５４,４７１
	５０,７４１,８０５
	９９.０

	指定管理事業
	４
	
	５,８３５
	２１,８３９,４６９
	１９,９３６,８６１
	１０９.５

	独自事業
	１２
	
	５４
	６０３,５００
	２６４,０００
	２２８.５

	合　　　計
	３,４４３
	３８９
	４０,５２０
	２５２,９２７,７３１
	２３８,４７１,７８２
	１０６.０

	令和６年度
	３,５３３
	３９４
	４０,３７５
	２３８,４７１,７８２
	
	

	前年度比増△減
	△９０
	△５
	１４５
	１４,４５５,９４９
	
	


（２）独自事業

麻雀愛好会会員が自ら口コミによる勧誘に努めた結果、１３４人の高年齢者が愛好会会員となりました。センター会員以外の愛好会会員の入会動機は「健康維持増進」、「生きがい」、「社会参加」となっています。　　
また、独居世帯等の高年齢者の居場所づくりに寄与しました。事業実績は次のとおりです。
麻雀愛好会事業実績　　         　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 　　単位：人・日人・円
	　  　 項　　目

年 度 別
	登 録
会 員
	
	利用者数
（延日人員）
	契 約 金 額
（利用料金）
	諸　　経　　費

	
	
	会 員
	一 般
	
	
	配　分　金
	施設使用料ほか

	令和７年度
	１３４
	３４
	１００
	２,８３７
	６０３,５００
	１１４,０００
	２５１,４７１

	令和６年度
	１０２
	２７
	７５
	７２０
	２６４,０００
	１５,０００
	６５,０２０

	前年度比増△減
	３２
	７
	２５
	２,１１７
	３３９,５００
	９９,０００
	１８６,４５１


（３）シルバー派遣事業と職業紹介事業の推進
臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務の基本原則を守り、新規に受注した就労に関しては、会員が長
年培ってきた豊富な経験や知識を活かせるよう、事務局職員相互の連絡を密にし、会員・推進員と情報の共有を図り、会員の就業機会の拡大と確保に結び付けました。さらに、「シルバー人材センターで働く高齢者の就業日数などの上限や請負、委任、派遣、職業紹介といった就業形態別の業務方法など」を紹介するシルバー就業の冊子を、今年も一般企業等に配布し理解を得られるように努めました。
〔シルバー派遣事業〕
一般企業等からの新規受注に関しては、仕事の内容を精査し、希望する会員に就業の提供を行うほか、発注者や会員からの意見・要望・提案などを受け入れられる体制づくりに努め、事業推進の一助としました。派遣事業実績は次のとおりです。
派遣事業実績　       　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　単位：人・日人・件・円
	　   　項　　目

年 度 別
	登  録
人  員
	就  業
実人員
	受  注
企業数
	受  注
件  数
	就    業
延 日 数
	契　約　金　額
（賃金・手数料等）
	

	
	
	
	
	
	
	
	うち センター手数料

	令和７年度
	２３４
	１３３
	４０
	８５
	１２,３２８
	９５,５２６,１９１
	１４,３３５,７１４

	令和６年度
	２３０
	１２３
	３２
	７３
	１１,５２１
	８４,６６５,５１４
	１２,７３７,８２３

	前年度比増△減
	４
	１０
	８
	１２
	８０７
	１０,８６０,６７７
	１,５９７,８９１


〔職業紹介事業〕
「求人者と求職者の間における雇用関係の成立を斡旋する事業（職業紹介事業）」を推進するため、広報
媒体などを活用し周知活動を行いましたが、本事業への浸透も浅く、事業拡大には至りませんでした。
職業紹介事業の事業実績は次のとおりです。
職業紹介事業実績　　          　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 　単位：人・日人・件・円
	　  　 項　　目

年 度 別
	登  録
人  員
	就  業
実人員
	受  注
企業数
	受  注
件  数
	就    業
延 日 数
	契約金額（賃金）
	

	
	
	
	
	
	
	
	手　　数　　料

	令和７年度
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	令和６年度
	２
	２
	1
	１
	４７１
	２,６４１,６１３
	１２３,５８９

	前年度比増△減
	△２
	△２
	△1
	△１
	△４７１
	△２,６４１,６１３
	△１２３,５８９


５　調査研究事業と訓練研修事業の推進
センターの事業運営を円滑に推進するため、関係機関・団体などが主催する研修会・講習・セミナーなどに多くの職員が出席（リモート、オンライン）し、資質の向上に努めました。
（１）調査研究事業

　　　会員の就業に対する意識の変化や就業の実態、在籍会員の現状と問題点などについて把握するため、「会員意識調査」、発注先のご意見・要望を把握するため「発注者満足度調査」を実施し、会員の就業就労に伴うミスマッチの解消と事務局と会員、発注者との連携をスムーズに図れるよう体制づくりの一助としました。
（２）訓練研修事業
シルバー派遣事業で就労する会員の研修会を開催し、シルバー派遣事業の基本的なあり方、派遣従事会員の心得などを習得しました。
６　働き方改革と職場環境及び事務局体制の充実
　　 職員個々の能力を引き出す働き方を推進するため、職員給与規程などの変更を行い働きやすい環境と事務局体制の充実に努めました。　
７　公の施設（指定管理施設）の健全な管理運営の推進
　　　「須賀川市公の施設の指定管理者の指定の手続き等に関する条例」のもと、指定管理者制度により須賀川
駅前自転車等駐車場等、須賀川市老人福祉センター等２施設の指定管理者として、公共施設の利用目的に沿
った管理運営を行いました。須賀川駅前自転車等駐車場等においては、須賀川市関係課の指導のもと施設の
維持管理運営に努めました。須賀川市老人福祉センター・須賀川市民温泉の２施設も須賀川市関係課と協議
しながら施設の管理運営に努めました。
（１）須賀川駅前自転車等駐車場等事業
須賀川駅前駐車場の料金が近隣の有料駐車場より低額のため、利用する市民が増えました。一方、須賀川駅前駐輪場においては、少子高齢化の影響を受け、利用者・利用料ともに１０％程度の落ち込みとなりました。そうした中、道路交通法の改正により自転車利用者のヘルメット着用が努力義務となり、利用者への周知と安全運転について注意喚起を行うなど、利用者の立場に立った施設の管理運営を行いました。
（２）須賀川市老人福祉センター・須賀川市民温泉施設事業
　　　会員の長年培ってきた知識、経験を活かしつつ、施設利用者の安全安心を第一に考え利用者の利便性を図
るため、施設の一部を修繕するほか、窓口掲示などを活用し広報活動を行いました。これにより、障害者
の利用が増加しました。また、温浴施設等利用者の安全安心の観点から、須賀川市温泉施設内外の防犯カメ
ラを活用し、施設内外の警備・防犯に努めるとともに、独自事業(カラオケ事業)においては、毎月１回カラ
オケ無料の日を設定するほか、年２回のカラオケ大会を開催するなど、創意工夫をしながら集客に努め、事
業の推進を図りました。
須賀川駅前自転車等駐車場等及び須賀川市老人福祉センター等２施設の事業実績は次のとおりです。
単位：日人・円・％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　項　　　目
区　　　　分
	令 和 ７ 年 度 施 設 の 利 用 状 況
	令和６年度利用料金
	利用料金
比較増減

	
	利用人員
	利用料金
	
	

	駐車場等
	須賀川駅前自転車等駐車場
	１３,０５３
	３,３４０,８３０
	３,６８５,６７０
	９０.６

	
	須賀川市駅前駐車場
	８,７２０
	１,９３１,７００
	２,１３２,９００
	９０.５

	
	
	
	
	
	

	
	　小　　計   ①
	２１,７７３
	５,２７２,５３０
	５,８１８,５７０
	９０.６

	福祉
施設
	須賀川市老人福祉センター
	５０６
	４６,２００
	１,５６０
	－

	
	須賀川市民温泉
	１１５,５０５
	２８,６４０,６８０
	２８,２９１,２１０
	１０１.２

	
	
	
	
	
	

	
	　小　　計　 ②
	１１６,０１１
	２８,６８６,８８０
	２８,２９２,７７０
	１０１.１

	独自事業（カラオケ利用料等）③
	１３,６４０
	２,０４４,４４０
	１,４４４,５００
	１４１.５

	令和７年度事業実積（①②③）
	１５１,４２４
	３６,００３,８５０
	－
	－

	令和６年度事業実積（①②③）
	１４５,１１１
	３５,５５５,８４０
	－
	－

	事業実積前年度比較　増 △減
	６,３１３
	４４８,０１０
	－
	－


